
厚生労働省医菜食品筒  総務省承認  

承認期限  

仙 26397  

平成18年 3月31日まで  血液製剤使用実態調査【病態別傭式別血液製剤使用量調査票】  

○病床数200床以上（平成17年9月末許可病床数）の医療機関にお尋ねします。   

下記の病態別傭式別の症例について、平成18年2月1日から遡って直近の連続した20例（最大、平成17年1月1日まで遡って下さい。）について  
御回答下さい。  

（1）貴医療機関において、下記疾患について、外科手術等を実施した症例（患者は20歳以上、但し、rlO急性白血軌は、一別、児を含む）について、各症例毎に、平成18年2月1日   

から平成17年1月1日まで遡って、直近の連続した20例の実績を別紙の調査票（別添2－1一別添2－10③）に記入して下さい。  

＊血液製剤の投与の有無は闘いません。  

＊10（か～③については、各々20例を御回答下さい。   

（2）調査表の各項月について、記入又は該当する箇所に○を付けて下さい。  

＊自己血輸血法‥貯血式（手術前に自己の血液を予め採血、保存する方法）、希釈式（手術開始前に採血し、人工膠質液を輸注する方法）、回収式（術中・術後に出血した血液を回収する方法）   

（3）調査票の壌題（疾患名）犠の該当槻に以下の事項も記載して下さい。  

①対象疾患の症例集積（平成17年1月1Elから平成17年12月31日の年間実績）  

（a効率的血液準備法として、活用した方法くT＆＄法、MSBOS、SBOE、該当無し）で該当するものに○を付けて下さい。  

＊効率的血液準備方法：T＆S法（血液型不規則抗体入ケリー＝ンゲ法）、M＄BOS（最大手術血液準備量）、SBOE（手術血液準備主計算法）   

（4）調査票の左横（患者番号欄）に、貴医療機関で使用されている患者さんのⅠ．D．番号を記入して下さい。く調査後に、内容を確認して頂くことがあるため）  

J■  

1胃癌（全摘手術例のみ）   2肝細胞癌（亜区域切除例以上）  3心臓病（人工心肺使用例のみ）4置賜癌（前方切除例のみ）  

5胸部食道癌（内視鏡術は除く）6脳腫瘍（神経膠陸又は髄膜睦に限る）7脳血管疾患（くも膜下出血又は脳内出血に限る。但し脳血管クリッピンク’は除く。）  

8 子宮癌（広汎子宮全摘術のみ）9 分娩時異常出血  

（ 同種造血幹細胞移植例   急性白血病  血病（1  5歳以下  ンパ性白  ） 10  （ 1¢歳以上かつ  性 白血病  急性骨髄  



別添2－1－①  
1胃癌（全摘手術例のみ）（ 症例／年）効率的血液準備法注－（T＆S法、MSBOS、SBOE、該当無し）  注1：該当するものに○を付けて下さい。  

使用案刺  
投与量  年  

赤血球濃厚儀（MAP）  注2：「投与  新♯凍結血薫          直前はは、術前1日以内  血ヽ・  ′I坂重厚液  アルブミン製剤  

享鋸貴  ＄tage  主な合併症  
自己血  

患者番号  注2  （貯血武文は  

備考  
（分類法〉  

齢   
投与の有黙  総使用量  投与直前  

（単位）  検査値   
総使用量    投与直前  総使用量  投与直前  

（単位）   検査儲   （単位）  検査値  
希釈式）    注3■記録があれば  

（g）   検査値  ■現収式を除く  記入して下さい  
（万′〟し）  （g／dU  

①  ①n〕  
無・有  

①有  
無・有  無・有  

男   ②Dl  
PT値（附R）  

無・有   （自己血輸血の  
採血量注3  

（∋D2   
（ヽ）  総使用量   血小板数  

併用・有・無）   ml   
熟考番・号  ②  ④D3以上  （）           （）   

②自己血輸血のみ  Hb価（g／dL）  （借）  
赤血球濃厚テ夜（）卓也  

（）  Cm  kg  （   ）  ）   Q〉無  うち術中  
使用量  

うち術中  
（）  

うち術中  mI  
（）   （）   アルプモノ製剤（）  

2  ①  （DDo  
無・有  無・有  

①萌  
無・有  

男   ②D－  

PT使（1NR）  
無・有   （自己血輸血の  

採血量注3  

（診D2   

（ゝ）  総使用量   血小板艶  
併用・有t無）   

ml  

患者番号  ②  
ml   （）  

④D3以上  
（）   

②自己血輸血のみ  
赤血球濃風夜（）単位  

Hb価（g／dL）  
（’）  Cm  kg  （   

（繚）  
）  〉   ③無  

使用量  
うち筒中  うち術中  うち術中  
（）  

ml  
（）   アルブミン製剤（）  

3  ①Do  
無・有  無・有  無・有  

男   
①膏  PT使（INR）   

（診Dl  

採血量注3  
無・有   （自己血輸血の  t ヽ）  稔使用量   血小板敢  絶使用雇   7ルアミン濃度  

③D・   

②  
併・   ml   （）  

患者番号  ④D3以上  
赤血球温厚液（）風位  

②自己血輸血のみ  Hb価（g／dL）  （唐）  
Cm  kg  （   

使用量  
（）  ）  ）   うち術中  うち術中  うち術中  血小板濃厚液（）卓也  

（）  （）   ）   （ ）   アルブミン製剤（）  

（D  
無・有  

4  ①Do  
掛．有  無・有  

①青  PT優（tNR）  
男   （診D－  

採血量注3  
無・有   （自己血輸血の  出血量   （射  総使用量   血小板致  絶使用量   アル7◆ミン濃度  

（卦D2   併用：有・丸）  mI   （）  ）  

患者番号  ②  
赤血球濃度ブ夜（）単位  

④D8以上  ②自己血輸血のみ  Hb伍（■／d」）  （枯）  使用量  新鮮凛掩血叛（）単位  
（）  Cm  kg  （  ）  ）    ③無  うち筒中  うち術中  うち術中  血小板遜l手液（）単位  

（）  （）   ）   （）   アルブミン製剤（）g  

：しこ  無・有  無・有  

5  （D  （DDo  ①有   PT憧（INR）  採血量注3   

男  ②駄   無・有    血  出血量   l  総使用量       一－ヽ：  ml  

③D2  併用：有・k）  ml   （）  ）   赤血球濃厚牒（ ）単位  

患者番号  ④D3以上  ②自己血輸血のみ  Hb佳（g／dL）  （鰭）  使用量   

（）  女  Cm  kg  （   ）  ）   ⑧無  H一俵くち）   うち術中  うち術中  ml   

（）  （）  ）  く）  7ルプミン製剤（）g  

ここt＝  無・有  無・有  

6  （むDo  （D有  
PT価（州R）   採血量注3  

男   ②D－   
無・有   （自己血輸血の  出血i   rヽJ  

③D2  併用：有・無）  ml   （）      APTT価（l）   赤血球濃厚液（）卓也  

患者番号  ②  ④D3以上  ②自己血輸血のみ  Hb促（g／dし）  （繚）  使用量  

（）  Cm  kg  （   ）  ）    ③無  
うち術中  うち術中  うち術中  ml   

（ ）  （）  〉  （）  アルブミン製剤く）g  

無・有  無・有  無・有  

7  ①  ①Do  ゐ有  PT値（lNR）  採血量注3  

男   ②Dl   
無・有   （自己血輸血の  出血量    総使用王  †ヽ）  

③D2  併用：有・ホ）  （）   （）     APTT値（X）   赤血球濃厚液（）単色  

患者番号  ④D∂以上  ②自己血輸血のみ  Hb価（丘／dL）  （鰭）  使用量  

Cm  kg  （   ）  ）    ⑨k  
うち術中  うち術中  うち術中  血小板濃l事液（）単位  

（）  （）  （）  ）  （）  アルブミン製剤（）g  

無・有  無・有  無・有  

8  ①  （DDo  任〉有  
PT血（INR）  採血量注3  

男   （診Dl   

無・有   （自己血輸血の  出血王   （l）  ml   

③D2  併用；有・★）  ml   値   赤血球濃厚液（）単位  

②自己血輸血のみ  Hb価（g／dし）  （倍）  
使用量     新鮮凍結血牧（）単位  

患者番号  ②  ④D8以上  
）    ⑳k  

うち術中  うち術中  うち術中  血小板jll羊5夜（）単位  

（）  Gm  kg  （   ）  （）  （ m丘／dL）   （）  （）  アルブミン製剤（）g  



別添2－2－①  
2肝細胞癌（亜区域切除例以上）（症例／年）効率的血液準鵬注1（T＆S法、M＄BOS、SBOE、該当軋）注1‥該当するものに○を付けて下さい。   

使用案剤  
赤血球濃厚液（MAP）  新鮮凍結血繁  

注2：「投与直前t  

投与丘 年  血小板羞厚液  アルプ  

範周  8也go  主な合併應  血液製剤の  （加熱人血裁量   

患者寺号  
（分類法）  

注2  ラ主之  く貯血式又は  
備考  

（l．D，寺号）   】蹄   投与の有無   自己血  希釈式）    注3：記録があれば            給仕用暮 （旦位）    投与Ⅷ前、 検ま個  総使用王 （単位）   注2 投与直前 検査Ⅶ  総使用王 （単位）    投与直前 検査偏  総使用量 （g〉   
（万／〟L）  

検査値   
（ヱ′dし）  

①  肝梗ま（有・無）  
無・有  無・有  

男   
PT使（INR）  

無・有  

①Hr8  ■有の場合  （自己血輸血の  採血量注3  

②Hrl   臨床痛期（ⅠⅡⅡ）   
（l  総使用量    血小板敷  総使用量    アルブミン濃度   

②  
l   

愚者番号  ③Hr2以上  その他  
（）  

②自己血輸血のみ  Hb龍（g／dし）  （倍）  
赤血球濃厚液（）風位  

（）  Cm  kg  （   ）  
）  ⑳■   うち術中  うち術中  

使用■圭     新鮮凛紹血舞（）単位  

（）  
うち術中  皿    血小板濃厚液（）単位   

（）   （）   
無・有  

アルブミン製剤（）g  
2  

肝硬変（有・九）  
無・有  ＝‥i一  

男   ①Hr＄  
PT値（州R）   

♯有の尊台  （自己血輸血の  
採血量注3     斗血液準備塁   

②Hrl   
tヽ  

臨床病期（1．皿，Ⅱ）   （）   
患者番・号  ②  ③Hr2以上  

（）      APTT往（ち）   
その他  ②自己血輸血のみ  Hb肱（丘／dし）  

赤血球濃厚液（）単位  

（）  Gm  kg  （   ）  ）  ①■  
（繚）  使用量     新鮮凛総血旅（）卓也  

うち術中  うち術中  
（ ）  

うち術中  
（）  

田    血小板漉庫液（）単位   
m庄／dし）   （）  q   アルブミン製剤（）g  

3  ①  
無・有  

肝概変（有・九）  

無・有  
PT址（lNR）  

無・有  

男   Q）H帽  ー有の埠合  ほ己血輸血の  
採血量注3     ■血液準備塁   

②Hrl   

（ヽ  総使用i   血小板数   
1   

②  
臨床病期（ユⅡⅡ）   

患者拳・号  
（）  

⑳Hr2以上  その他  ②自己血輸血のみ  Hb鳳（壬／dし）  
赤血球濃厚液（）単位  

（）  qIl  kg  （   ）  電〉k   

（倍）  
）  

使用量     新鮮凍輸血簸（）単位  
うち術中  うち術中  
（ ）  

うち術中  
（ 

田    血小板濃厚液（）単位   
）   （ ）   アルフミノ製剤（）g  

4  ①  
無・有  無・有  

肝硬変（有・無）  

＝1＝  

男   
PT憧（州R）  

①H帽  
採血量注3  

蠣有の埠合  （自己血輸血の  （I  総使用量   血小板数  総使用量   アルフーミン濃度  
②Hrl   

ml  
臨床癖期（ⅠⅡⅡ）   

②  
I   （）  

患者寧号  ③トlr2以上  その他  
赤血球濃厚液（）単位  

②自己血輸血のみ  Hb住（E／dし）  
（）  （   

（佑）  
）  ）  

使用量     新鮮凛揺血牧（〉単位  
Cm  kg  ③魚   うち術中  うち術中  うち術中  血小板濃厚液（）単位  

（’）  （）   ）   （ ）  アレフミ、製剤   

5  ①  
無・有  無・有  無・有  

肝硬嚢（有・■）  PT鑓（川R）  
男   

採血量注3   
任）Hr8  ■有ゐ糧食   （自己血特血の  出血量  総使用i  無・有  総使用量  （ヽ  絵使用量   血小板数  総使用丑   7ルフ◆ミン濃度  
②   札床■期（Ⅰ．ヱ．Ⅱ）  （）  （）  赤血球濃厚液（）単位  

患者番号  Q〉抽七以上  その他  ②自己血輸血のみ  Hb仕（〆dU  （借〉  使用量     新鮮凍結血躾（）単位  
（）  Gm  kg  （   ）  ）   ←－▲   うち術中  うち術中  うち術中  血小板濃厚液（）単位  

（ ）  （）   （）   アルブミン製剤（）疋   

無・有 ：一＝  無・有  
6  肝硬変（有・ホ）  PT使（tNR）  採血量注3   

男   ①Hr＄  書有の場合  （自己血輸血の  （％  

②Hl   臨床病期（LⅡ∴町   ml   （）   赤血球濃厚頒（）単位  

患者番号  ②  訊1「2以上  その他   ②自己血輸血のみ  Hb僅（t／dL）   （ 倍）  使用量   新鮮凍紹血糖（）単位   

（  ）  田  kg  （   ）  ）   縫I∴  うち術中  うち術中  うち術中  血小板濃厚瀬（）単位  

（）   し）  （）  （）  アルブミン製剤（）疋   

無・有  無・有  無・有  

7  ①  肝硬変（有・兼）  PT値（INR）  採血量注3   

男  （》Hrs   ■有わ鳩舎   （自己血輸血の  出血量  総使用量  無・有  （ヽ  紘使用量   血小板数  給使用量   7ル7－ミン濃度  

②Hrl  堵床痍期（1．Ⅱ．Ⅱ）  併用：有・ホ）   （  ）  （  ）  AP一丁使（ l）  （  ）  （  ）  （ ）  （  ）   赤血嘩濃厚蔵（）単位  

患者番号  ②  ⑳1r2以上  その他  ②自己血輸血のみ  Hb値（〆dL）  （塘）  使用量  

（）  女  Gm  kg  （   ）  ）  巨1  
Htt（書）   うち術中  うち術中  山  

（）  （〉  汀収′dし）   （）  （）  アルブミン製剤（）g   

無・有  無・有  無・有  

8  ①  肝硬変（有・k）  
PT傷（州R）  採血量注3   

男   圧）Hr亭  暮有の場合  （自己血輸血の  （l  

e）Hrl   臨床所期（Ⅰ．Ⅱ∴Ⅱ）   m】   （）     APTT牡（l）   赤血球濃厚液（）単位   

愚者番号  ③Hr2以上  その他  ②自己血輸血のみ  Hb価（〟dし）  （舟）  使用量  

（）  Gm  kg  （   ）  〉  ③■  うち術中  うち術中  うち術中  mI   

（）  （）  汀鳩／dし）   （）  （）  アルブミン製剤（）E  



別添2－3－①  
3心臓病（人工心肺使用例のみ）（症例／年）効軸血液鞘法注1（T＆S法、MSBOS、SBOE、該当軋）注1‥該当するものに○を付けて下さい。   

使用薬剤  
注2：「投与】宣前l  

投与量  
赤血球濃厚餞（MAP）  ち▲■‘．て・こIJIJ‘  血小板濃厚液  アルブミン製剤  

椛・式   主な合併症  血戚製剤の  注Z  
（加熱人血披蛋白＋人血鴻アル・こ・  

患者番号  注2  
自己血  

投与の有無   （貯血式又は  
備考  

（Ⅰ．D．番号）   総使用量 （単位）    投与直前 検査値  総使用量 （単位）   注2 投与直前 検査値  総使用量 （    投与直前  

単位）     検査個   （g）   

希釈式）  

り司収式を除く   
（万′〟U  （尺′dし）  

①  ①有  
無・有  無・有  

PT値（1NR）  
無・有  

①大動脈解離に対  採血量注ユ   

男  する血管置換術  無・有   （自己血輸血の  

併用：有・無）   

tl）  
ml   （）     APTT使（ゝ）   

患者番号  ②   ②弁置換  （む自己血輸血のみ  Hb値（g′dL）  
（）  （）  

（倍）  
赤血球濃厚液（）単位  

（  ）  Cm  k占  
（  ）   電）無  うち術中  うち術中  

使用量  新鮮凛精血姥（）単位  

喧）冠動脈ハ●イハ●ス術  

うち術中  
（）  

田    血小板濃厚漕（）単位   

（）  ）  （ 
＝＝；こ  

）  アル ミン （ ）ヱ  

2  ①  
（》有   

無・有  
PT偵（1NR）  

無・有  
採血量 注3  ■血液装備畳   

男  
①大動脈解附こ対  
する血管置換術   無・有    且  

Cm  

（）  （）  アルプ≡ン製剤（）g  

3  ①  
無・有  

①有  
無・有  炸・有  

PT値（肌R）  採血：呈注3   

男  
①大助脈解離に対  
する血管置換術   無・有   （自己血輸血の  （ヽJ  

併用：有・無）   ml   
愚者番号  ②  

（）   
②弁置換術  

（ ）  

（む自己血輸血のみ  
（）  赤血確こ凰厚薄（）単位   

（  ）  
Hb値くg／dし）  （偉）  

Cm   （  ）   ⑨無・  

使用量  新鮮凍結血糖（）単位  
うち術中  

③冠動脈ハ●イハ■ス術  

うち術中  うち術中  血小板濃I享液（）単位   
（ ）  （）  ）  （）  アルプミノ製剤（）g  

4  ①  
無・有  無・有  

①有  
無・有  

PT値（削R）  採血量注3   

男   
①大動脈解離に対  
する血管置換術   無・有   （自己血輸血の  」ヽ）  

併用：有・無）   ml   （）     APTT値（≠）   （ ）  （）  赤血坪應厚液（）単位   
患者番号  ②弁置換術  ②自己血輸血のみ  Hb価（g／dL）  （徳）  使用葺  新鮮凛挿血按（）風位  
（）  Cm  kg  （  ）   （卦無  うち術中  うち術中  うち術中  血小板濃l事；夜（）単位  

8）冠動脈ハ■イハ’ス術  （）  （）  
無・有  無・有  

5  

無t有  

①有  PT値（1NR）  採血量注3   

①大軌腑解離に対  
男   する血管置換術   無・有   （自己血輸血の  出血量  総使用量  無・有  総使用量  しヽナ  総使用量   血小板数  総使用量   7ル7◆ミン濃度  ml   

併用：有，無）  ml  （  ）   （  ）  APTT値（％）   （  ）  （ ）  （ ）   （  〉   赤血球濃厚液（）風位  

患者番号  ②弁置換術  ②自己血輸血のみ  Hb値（g／dL）  （絵）  使用量   新鮮凍結血腫（）単位  

＼   ）  Gm  kg  （  ）  （診無  うち術中  うち術中  うち術中  血小板濃厚儒（）卓也  

③冠動脈ハーィハ’ス術  （）   （）   ）  （）  7ルプミン製剤【）g   

無・有  無・有  無・有  

6  ①  G）有  
PT価（INR）  】窯血室温3   

（》大動脈解離に対  
男   する血管置換術   無▼有   （自己血輸血の  しヽ）  

併用・有・無）   ml   （）     APTT値（≠）   （ 〉  （）  赤血球濃厚液（）風位  

患者番号  ②弁置換術  ②自己血輸血のみ  Hb往（g／d」）  （侍〉  使用皇  新鮮凍結血漁（）風位  

（）  Cm  kg  （  ）   ⑨無  
うち筒中  うち術中  うち術中  血小板濃l草液（）単位  

8）冠動脈ハーィハ●ス術  （）  （）  （）  アルブミン製剤（）g   

無・有  無・有  無・有  

7  ①  圧）有  
PT促（1NR）  採血皇注3   

①大動脈解組こ対  
男   する血管置換術   無・有   （自己血輸血の  （X）  ml  

併用：有・無）   ml   く）  （）  （〉  赤血球濃厚液（）風位  

患者番号  ②弁置換橋  ②自己血輸血のみ  Hb価（g／dL）  （鰭）  使用量   新鮮凛血単位  

（）  Cm  kg  （  ）   ③無  
うち術中  うち術中  うち筒中  血小板濃厚液（）単位  

圧）冠動脈ハ●ィハース術  
（）  （）  （）  アルブミン製剤（）g  



別添2－4－①  
4直腸癌（前方切除例のみ）（  症例／年）効率的血液準備法注1（T＆＄法、MSBOS、＄BOE、該当軋）  注1蘭するものに○を付けて下さい。  

使用薬剤  
赤血球濃厚液（MAP）  新鮮凍結血無  

注2：「投与直前l  

投与量  血小板羞厚液  アルブミン製剤  

郭清   8bg¢  主な合併症  血液製剤の  （加熱人血鼓生白◆人血清アルナ＝・  

患者焉号  
注2  法2   

自己血  
（分類法）  投与の有無   （貯血式又は  

備考  

（】D   

総使用i    投与薗前  総使用量  5主2      総使用量 （g）   （単位）   検査値   （単位）   

注3：記録があれば  

（万／〟U  
検査価   ●○   

無・有  
（亡／dU  

①Do  ①有  
無・有  

PT随（lNR）  
無・有  

男   ②Dl  無・有   （自己血輸血の  採血量注3  

③D2   併用：有・ホ）   
（ゝ  

（）   
患者番号  ④Da」以上  

（）     APT仕（   
②自己血輸血のみ  Hb仕（〆dL）  

（  ）   
（借）  

赤血球濃厚液（）単位  
（）  Cm  kg  （   ）  ）   ⑨無  うち術中  うち術中  

使用量  新鮮凛輔血蛛（）単位  

（）  
うち術中  血小板濃」事液（）単位   

（）   （）  
無・有  

アルブミン製剤（）g  
2  ①Do  ①粛  

無・有  
PT使（INR）  

無・有  

男   （診Dl  無・有   （自己血輸血の  
採血量注3  

③D2   
（ゝ）  、総使用i   血小板赦  総使用量   アルブミン濃度 

併用・需・九）   （）   
患者番号  

（）  
④D8以上  ②自己血輸血のみ  Hb磁（〆dし）  

（  ）   
（倍）  

赤血球濃厚液（）単位  

（）  Cm  kg  （  ）  ）   ⑧無  うち術中  うち術中  うち術中  
使用量  新鮮凍結血瞭（）卓也  

（）  
皿    血小板濃厚儒（）単位   

（ラー   （ 
無・肴  

アルブミン製剤（）g  

3  ①  ①Do  ①有  
無・有  無・有  

男   （診D－  

PT使（INR）  採血量注3      ＊血液準備五   
無・有   く■自己血輸血の  

③D2   

（ヽ）  
併用：有・無）   

患者寄号  ②  
m】   （）     APTT値（％）   

④D3以上  
（ ）   

②自己血輸血のみ  Hb惟（‘／dし）  
赤血球濃厚液（）単位  

（）  Cm  kg  （   ）  

（鰭）  
）   ⑳無  

使用量  新鮮凍鴇血狭（）単位  
うち術中  うち術中  うち術中  
（）  

血小板濃厚；夜（）単位   
（）  （）  アルフミノ製剤（）g  

①  （》Do  

無・有  無・有  
①萌  

無・有  

男   ②Dl  

PT値（皿R）  採血量注3      ♯血液準備丑   
無・有   （自己血輸血の  （■）  総倭用量   血小板数  

③D2   併用・・無   l   く）   （）  赤血球温度液（）単位  
患者番号  ②  ④D∂以上  ②自己血輸血のみ  Hb鑓（g／dし）  （括）  使用量  新鮮凍増血蜂（）単色  
（）  Cm  kg  （   ）  ）   うち術中  うち術中  うち術中  血小板濃厚破く）単位  

（）  （）   〈）  アルプミ、製剤（）   

5  

無・有  無・有  
①Do  

無・有  
①宥  PT丑（lNR）  採血量注3  

弟   ②Dl  無・有   （自己血輸血の  （ヽ）  

③D2   併用：有・無）   ml   （）     APTT値（％）   （）  赤血球濃l享う夜（）皇位   

患者番号  ②  ④Da以上  ②自己血輸血のみ  Hb催（g／dし）  （唐）  使用量  新鮮凛紹血抒（）単位  

（）  Cm  kg  （   ）  ）   ③無  うち術中  うち術中  うち術中  mt   血小板濃厚液（）卓也  

（）  
無・有  無・有  無・有  

6  ①Do  ①有  PT値（lNR）  採血量注3  

男   （診Dl   
無・有   （自己血輸血の  出血量  絶佳用土  無・有  総使用量  （ヽ）  総使用量   血小板数  総使用量   アルフ’ミン濃度  

③D2  併用：有・無）  ml  （）  （）  （  ）   赤血球漉l草液（）単色  

愚者番号  ②  ④Da以上  ②自己血輸血のみ  Hb値（g／dし）  （倍）  使用量  新鮮凍結血掟（）風位  

（〉  Gm  kg  （   ）  ）    ③無  
うち術中  うち術中  うち筒中  血小板瀧】豆液（）皇位  

（ ）  （）   ）   （）  アルブミン製剤（）g   

ゴこ＝  無・有  無・有  

7  ①  （》Do  ①有  PT依（州R）  採血量注3  

男   ②Dl  
無・有   （自己血輸血の  （ヽ  

③D2   併用：朴如）   ml   （）     APTT佐（■）   く）  赤血球濃【車液（）単位   

患者番号  ②  ㊥D8以上  ②自己血輸血のみ  Hb鑓（〆dU  （倍）  使用量  新鮮凛帽血蝮（）単位  

（）  皿  kg  （   ）  ）   ⑳k  
うち術中  うち術中  うち術中  血小板漉序液（）単位  

（ ）  （）  ）  （）  アルブミン製剤（）g   

無・有  無・有  無▼有  

8 ①  ①Do  ①有  PT任（INR）  採血量注3   

男   （診Dl  
無・有   （自己血輸血の  （ヽ  

③D2   供用二有・丸）   mI   （）     APTT使（l）   （）  赤血球濃厚液（）単位   

④D3以上  ②白己血輸血のみ  Hb吼く8／dし）  （偉）  且   新鮮凍結血紫（）単位  
患者番号  ②  

（   ）  ）   ⑳■  
うち術中  うち術中  うち術中  ml   血小板濃厚領（）単位  

（）  Cm  kg  
（ ）  

（）  ）  
（）  アルブミン製剤（）g  



別添Z－5－①  

5胸部食道癌（内祝踊ま除く）（  症例／年）効率的血液準備法注1（T＆S法、吋SBOS、SBOE、該当軋）注1：鮎するものに○を付けて下さい。  

剤 注2：「投与直 
赤血球濃厚液（MÅP〉 ■  

前は   は、術前1日以内  

年  主な合併症   
新顔凍輔血柴  血小板邁厚液  アルブミン製剤  

郭清   Stage  血液製剤の  
（加れ人血婿蛋白＋人血清アルー・・  

患者番号  
注2  注2  

自己血  
（貯血式又は  

備考  

J．D．番号）   
（分類法）  総使用量    投与直前  総使用量    投与直前 検査価  絶佳用圭 （皇位）   注2 投与直前  総使用量   

（単位）  検査個   （単位）  検査値  
希釈式）    喜主3・記録があれば  

（g）  検査値  ヽ回収式を傾く  記入して下さい  

合併症  
（万／〟し）  （／dし〉  

①  ①払  無・有  
無・有  無・有  

PT†直（桐R）  
無・有  

男   ②Dl  （ ）  

採血量注3  

③D2   併用療法   
（l）  

併用こ有・無）   ml   
ml   

患者番号  ②  （）     AP価   
㊥D3以上  ①化学療法  ②自己血輸血のみ  H♭価（g／dし）  

（ ）   
（唐）  

赤血球濃厚液（）単位  

（）  Cm  kg  （   ）  うち術中  うち術中  
使用量  新鮮凍紹血婦（）風位  

（）  
うち術中  匹    血小板濃厚液（）単位  

合併症  
（）   

無・有  
2  （DDo  無・有  

無・有  無・有  

男   ②Dl  
PT使（lNR）   

（ ）  

採血量注3  

（診D2   

t ヽ）  総使用量    血小板数  
併用療法   併用・有・れ）   

患者番号  ②  
（）   （）          ロ    （）   

④Da臥ヒ  （》化学療法  ②自己中輸血のみ  
（）  

Hb価（g／d」）  （倍）  
赤血球濃厚ご夜（）単位  

（）  Cm  kg  （   ）  うち術中  
使用量  

うち術中  
新鮮凍髄血娃（）風位  

うち術中  
（）  

匹    血小板濃厚液（）単位  
（）   ）  

合併症  
（〉  アルブミ、製剤 

3  ①  ①Do  
無・有  無・有  

無・有  
無・有  

男   ②Dl  

PT破く州R）   採血屋注3  
（ ）  

③D2   
し ヽJ  総使用量   血小板赦  

併用療法   併用・有・如）   l   

患者番号  ②  
（）             （）   

④Da以上  ①化学療法  ②自己血輸血のみ  
（）  

Hb懐く‘／dし）  
赤血球濃厚液（）風位  

く）  Cm  kg  （   

（借）  
）  

使用量  新鮮凍紹血蜂（）単位  
うち術中  うち術中  うち術中  血小板濃厚鱒（）単位  
（）  （）   ）  （）  

合併症   
アルブミン製剤（）  

4  （D  
無・有  

①Do  
無・有  無t有  

無・有  
男   

PT価（1NR）   採血量注3  
②Dl  （ ）   十 ヽ1  総使用量   血小板勤  給使用量   アルブミン濃度  
③D   

ml  

併用療法  併用：有・無）  ml  （）  （）  
患者等号  ②  

）  （  ）   
④D3以上  

赤血球濃厚油（）単位  
①化学療法  ②自己血輸血のみ  Hb値（g／dし）  （鰭）  

（）  Gm  kg  （   

使用量  斬♯凍結血源（）単位  
）  うち術中  うち術中  うち術中  ml    血小板濃厚液（）単位  

（）  
合併症   無・有  無・有  

①  

無・有  
5  （》Do  無・有  PT価（lNR）  採血量注3  

男   （診Dl   （ ）   （lJ  総使用量   血小板数  総使用量   アルブミン膿度  

（診D2  併用療法  併用：有・ホ）  （）  （ ）  （  ）   赤血球濃厚液（）単位  

患者番号  ②  ④Da以上  ①化学療法  ②自己血輸血のみ  Hb佳（g／dL）  （借）  使用量  新鮮凍紹血叛（）単位  

（）  Cm  kg  （   ）  
うち術中  うち術中  うち術中  ml    血小板濃厚液（）単位  
（）  （）   〉   （）  アルブミン製剤（）g  

合併症   無・有  無・有  無・有  

6  

① 男   
①Do  無・有  PT任（肌R）  採血量注3  

（かDl   （ ）   
（射  総使用i   血小板勤  総使用量   アルブミン濃度  川l   

（診D2  併用療法  併用：有・舞）  mI   （）  （ ）   赤血球温厚液（）単位  

患者番号  ④D8以上  ①化学療法  ②自己血輸血のみ  Hb価（、g／dL）  （鎗）  使用量  新鮮凛増血蜂（）単位  

（）  Cm  kg  （   ）  
うち術中  うち術中  うち術中  mt    血小板濃厚瀬（）単位  

（）  （）   ）   （）  アルブミン製剤（）g  

合併症   無・有  無・有  無・有  

7  ①  ①Dロ  無・有  PT値（1NR）  採血量注3  

男   （診Dl   （ ）   」ヽ）  

③D2  併用療法  併用．有・舞）  （）   （）     APTT楳（ヽ）   （）  赤血球濃厚液（）単位  

患者番号  ②  ④D3以上  （D化学療法  （a色己血輸血のみ  Hb使くg／dし）  （繚）  使用量  新鮮；土緒血炸（）単位  

（   ）  

うち術中  うち術中  うち術中  血小板濃厚蔵（）単位  
（）  Cm  kg  

（ ）  （）  ）  （）  アルブミン製剤（）g  

合併症  
無・有  無・有  無・有  

①Do  無▲有  
PT値（lNR）   採血量注3   

8  ①  
男   ②Dl  （ ）  しl）  

③Dコ   併用療法   併用：宥・ホ）   ml   （）      APTT値（l）   （）  赤血球濃厚液（）単位  

患者番号  ④D3以上  ①化学療法  ②自己血輸血のみ  Hb価（g／d」）  （借）  且   新鮮凛桟血蚊（）単位  

Cm  kg  （   ）  

うち術中  うち術中  うち術中  ml   血／ノ＼板濃厚液（）単位  

（）  （）  （）  （）  アルブミン製剤く）g  



別添之－6－①  
▼’’P収用、一T一Ⅶ”㌢職〈’OqAEL駅旺トtmJ 壮－m／平） 朔畢刑皿准年間通 1（T＆S乳M ＼  注SBOS、SBOE・該当無し）  注1‥該当するものに○を付けて下さい。  

注イ   
使用案削  

赤血球濃厚液（MAP）  新鮮凍結血紫  血小板濃厚液  
投与量  

アルブミン製剤  

出血量  
（加熱人血  

（肝血式又は   
備 考  

stage 主な合併痘  血液製剤の  
点者番号   （分梅法）  

法主   
授与の有無  

注2   注2   

総使用量    総使用量  
注2   

齢   （単位）  捜査僅   （単位）   

総使用圭  
検査値   

希釈式）   注3・記録があれば  
（単位）  検査値  （g）  検査値  ★回収式を除く   

（万／）  
記入して下さい   

①神経膠僅  
（E／dし）  

①  （ ）  ①有  
無・有  無・有  無・有  

男   （参戦旗旺   

PT憧（1NR）   
無・有   （自己血輸血の  

採血量注3  
総使用量  

＊血液ヱ■橋立   

十ヽJ  
併用：有・無）   

患者替号  ②  
ml   （）   

由ge  
（）      APTT使（～）   

②自己血輸血のみ  Hb鑓（g／dU  （倍）  
赤血球濃厚液（）風位  

（′）  Gm  kg  ）  （  ）   ③舞  うち術中  
使用量  

うち術中  
新鮮凛給血焚（）単位・  

（ ）  

うち術中  血小板濃厚液（）単位   

（D神経膠旺  
（）  （）   

無・有  
アルブミノ製剤（）g  

2  （ 〉  ①有  
無・有  ：：．こ  

男   （診髄膜腫   

PT住（INR）  
無・有   （自己血輸血の  総使用圭  

採血量注3  潜血液準備塁   
（ヽ  

併用・有・無）   

患者番号  ②  
ml   （）   （）     PTT   

＄tagO  ②自己血輸血のみ  
赤血球濃厚液（）単位  

Hb価（〆dL）  
（）  Gm  kg  

（倍）  
）  （  ）   （診無  うち術中  

使用量  新鮮凍萄血簸t）単位  
うち術中  うち術中  

（）  
ml    血小板濃厚餞（）単位  

（）   
（p神経膠旺  

）  （）  アルブミン製剤（）   

3  ①／  （ ）  

無・有  無・有  無・有  
①有  

男   ②髄膜腫   
PT踵（lNR）  採血量注3  蝉血液峯備丘  

無・有   （自己血輸血の  総使用圭  （l）  
併用：有・知）   （）   （）     APTT値（X）   ）  

患者番号  
赤血球混匿液（）単位  

Gm  kg  
②自己血輸血のみ  Hb鳳（g／dU  （槍）  

く ）  ）  （  

使用量  新鮮凍結血按（）単性  
）   ①■  うち術中  うち術中  うち術中  血小板濃淳液（）阜1立  

（ ）  （）  mg／dし）   （）  
の神経膠腫  

（）  アルブミン製剤（）g   

4  

無・有  無・肴  
（ ）  

無・有  
①有  PT値（INR）  

男   ②髄膜腫   
採血量注3  事血液準備丑  

無・有   （自己血輸血の  総使用量  （ヽ）  
併用：有・k）   ml   （）   （）     APTT使（ち）   

患者番号  ②  
赤血球濃l享液（）卓也  

StagO  ②自己血輸血のみ  Hb鳳（g／dし）  （繚）  使用量  新鮮凛指血糖（）単位  
（）  Gm  kg  ）  （  ）   （勤無．  うち術中  うち筒中  うち術中  血小板漁区液（）単．也  

（）  （）  mg／dし）   （）  （）  アルブミン製剤（）g   

q）神徒膠腫  無・有  無・有  無・有  

5  （ ）  ①有  PT値（椚R）  採血量注3  ■血液準備塁   

男   ②髄膜哩   無・有   く自己血輸血の  出血i  総使用i  無・有  総使用王  （ヽ  総使用量  
併用：有・加）  ml  （ ）  赤血球濃l享液（）単位  

患者番号  ②  8t8ge  ②自己血輸血ゐみ  Hb旗（g／dし）  （借）  使取呈  砺1路；1穐血叛く）払1立  

（）  Gm  kg  ）  く  ）    ③撫  うち術中  うち術中  うち術中  血小板凛原瀬（）単位  

（ ）  （）   〉   （）   アルブミン製剤（）g   

①神経膠腫  無・有  無・有  無・有  

6  ①  （ ）  ①苓  PT価（肌R）  採血量注3  ♯血液掌1繭量  

男   （診髄膜腫   無・有   （自己血l●血の  出血土  総使用i  （ヽ  
併用：書・ホ〉  （）   （）     APTT価（l）   赤血球瀧l草液く）卓也   

愚者番号  ②  Stage  e）自己血輸血のみ  Hb仕（g′dL）  （緒）  使用量  新鮮凛総血祭（）単位  

（） Cm  kg  ）  （  ）    Q）♯  
うち術中  うち術中  うち術中  血小板濃厚液（）単位  

（）  （）  （）  アルブミン製剤（〉g   

①神経膠腫  無・有  無・有  無・有  

7  ①  （ ）  ①有  PT価（削R）  採血圭注3  書血液準備量  

男   ②髄膜腫   無・有   （自己血輸血の  総使用主  （l  

併用・有・九）   ml   （）   （）     APTT使（l）   赤血球濃厚液（）単位   

愚者草号  ②  StagO  ②自己血輸血のみ  Hb牡（l／dし）  （借）  使用量  新鮮凛掩血按く）単位  

）  （  ）   ③♯  
うち術中  うち術中  うち術中  血Jlヽ坂濃I事液（）単位  

（）  Cm  kg  （）  （）  （ ）  
アルブミン製剤（）   

Q）神経膠腫  
無・有  無・有  無・有  

（9  （ ）  ①者  
PT鐘（lNR）   採血量注3  ★血う夜準備畳  

8  tヽ  
男  ②髄膜旺   無・有・   （自己血輸血の  総使用暮  

併用：有・・■）   
四   l（）   （）      APTTせ（％）   

蘇血球凛厚液（）卓位   

②虐己血輸血のみ  Hb値（t／dし）  （借）  使用量  新鮮凛輸血状（）単位  

患者番号  ②  Stage  

）  （  
うち術中  うち術中  うち術中  血小板濃Ⅰ宇液く〉単位  

（）  女  Cm  kg  ）   ⑧ホノ  （）  （）  （）  アルブミン製剤く）g   



2斗①  
7脳血管疾患（くも隙下出血又は脳内出血に限る。但し脳血管クリッピ”・・ま除く。）（ 症例／年）効率的血泄備法注．（，＆S法、MSB。S、SB。E、該当  

注1：該当するもの  

I  
I  

赤血職厚液（MAP）l  新鮮凍結血賛  
】芸……剤l  l  

血小板濃厚液  アルブミン製剤  

疾患   主な合併症   血液製剤の  出血量   
（加  

愚者番号  
j主2  注Z  注2  注2  

備考  

（1．D．番号）   
投与の有無  総使用量    投与直前  稔使用量     投与直前   

（単位）  検査価   （卓也）   

注3・首已録があれば                         総使用量    投与直前   
検査値   （単位）   検査値  （g）  検査値  記入して下さい   

（万／〟U  

無・有  
（慮／dU  

①  無・有  無・有  
（むくも旗下  

男  出血   
①有  

無・有  出血量   
PT佳（川R）  

稔使用量   無・有  総使用量  
＊血液準儀塁  

②   
（ヽ）  絶佳用量   血小板厳  総使用量   アルフ■ミン膿度  

②なし  m】  （  ）   
患者番号  

（  ）  APTT値（％）  
②脳内出血  

（   ）  （ ）  （ ）  （ ）  赤血球濃厚液（）単位   

（  ）  Cm  kg  
Hb促 く ／dし）  

（ ）  

（偉  新鮮凛指血紫（）単位  
うち術中  うち術中  
（）  

うち輯中  血小板濃匝液（）単位   
く）  

）  円  アルブミン製剤（）g  

2  ①  ①くも膜下  ①有  
こ：i二  無・有  無・有  

男  出血   
PT価（tNR）  

無・有  出血量  絶佳用量  
事血液準備量   

②   
（ヽ）  総使用量   血小板数   

②なし  1   （）   
患者番号  

（）  
②脳内出血   

（）  
（）  

Hb」祉（8／dし）  
Cm  kg  （  

（偉）  新鮮凛凝血硬く）単性  
）   うち術中  うち術中  

（）  
うち術中  血小板濃厚液（）単位  

（）   ）   （）   アルブミン製剤（）   

3  ①くも旗下  
無・有  

①有  
無，有  無・有  

男  
PT価（lNR）  

出血   無・有  出血圭  
■血液準備量   

総使用i  （l）  総使用量   血小板敢  総使用量   アルブミン濃度  
②   （診なし  l   （）   （）  （ ）  

患者番・号  ②脳内出血   Hb伎（色／dし）  （培）  新鮮凛措血炸（）風位  
（）  Cm  kg  （  ）   うち術中  うち術中  うち術中  血小板濃厚液（）卓也  

（）  （ ）   ）   （）   アルブミン製剤（）   

4  ①  
無・有  

曲くも旗下  
無・有  

①有   
無・有  

PT値（lNR）  

出血   
＊血戚準備量   

男 ②   
無・有  出血量   総使用量  無・有  総使用量  （ヽ1  総使用量   血小板艶  総使用量   アルブミン温！麦  

（∂なし   ml  （）  （）  （ ）  

患者番号－  ②脳内出血   Hb値（g／札）  （倍）  新鮮凛凝血喋（）単位  

（）  Gm  kg  （  ）  
うち術中  うち術中  うち術中  血小板濃厚液（）単位  

（）  （）   汀峻／dL）    （ 〉   （）   アルブミン製削（）g   

無・有  無・有  無・有  
5  ①くも朕下  ①有   PT値（lNR）   ホ血液準備足   

男   
出血   無・有  出血量   絶佳用量   無・有  絶佳用量  ロ  総使眉眉   血  総使眉傾   ●←l●  

受）なし   ml  （）  （）  （）  
患者番号  （a脳内出血  Hb価（g／dL）  く倍）  新鮮凛指血腫（）卓也  

（ Cm  kg  （ ）  

うち術中  うち術中  うち術中  血小板濃厚液（）卓也  

（）  （）  ）   （）   アルブミン製剤（）g   

無・有  無・有  無・有  

6  （Dくも膜下  ①有   PT促（lNR）   ＊血液準備量  

出血   無・有  出血量   総使用量   無・有  総使用量  し ヽJ  絶佳用量   血小板敏  絶佳用量   アルフ■ミン濃度  

男   ②なし   ml  （  ）   （  ）  APTT僅（％）  （  〉  （ ）  （  ）  （ ）  赤血球濃厚兼（）単位  

愚者番号  ②脳内出血  価（  （借）  新鮮凍掩血按（）単位  

（）  αIl  kg  （  ）  

うち術中  うち術中  うち術中  血／小梅濃厚液（）卓也  

（）   （）   ）  
（）  アルブミン製剤（）   

無・有  無・有  無・有  

7  G）  ①くも旗下  ①有   PT価（lNR）   ＊血液装備畳  

出血   無・有  出血量  総使用量  しヽ）  

男   （診なし  
ml   （）   （）      APTT値（％）   （ ）  

患者番号  （診脳内出血   
Hb値（g／dL）  （他）  新鮮凄絶血恨（）単位  

（  ）  

うち術中  うち術中  うち術中  血小板j農厚液（）単位  
（）  Gm  kg  （）  （）  ）  

（）  アルブミン製剤（）g   

無・有  無・有  ：；：宰  

8  ①  ①くも旗下  （D有  
PT使（州R）   ≠血液準備塁  

出血圭  総使用量  
tヽ）  

男 ②   

出血   無－有  
ml   （）   （）      APTT値（ち）   （）  

②なし  

（訂隅内出血   
Hb価（g／dL）  （倍）  新鮮凍結血嫁（）単位  

患者番号  うち術中  うち術中  うち術中  血小板濃厚蔵（〉単位  
（）  Cm  kg  （  ）  

（ ）  
（）  （）  アルブミン製剤（）g  



別添2－8－①  
8子宮癌（広汎子宮全輪術のみ）（  症例／年）効率的血液準備法注1（T＆＄法・M＄BO＄、SBOE、該当軋）注1‥鮎するものに○を付けて下さい。   

使用薬剤 投与遷  年  
身  体  アルブミン製剤  

8bgo  主な合併症    出血量  自己血  

患者尊卑  （貯血或又は  
備考  

節  
（分類法）  投与の有無  総使用王  投与祉罰  給仕用i  投与硬前  総使用丑  投与直前  総使用点  投与荘簡  

（旦位）  ご二＝1二   （旦色）   検査慣   （阜位）  検査価  検査値  
希釈式）    注3・記録があれば  

（万′〟∪   

■回収式を除く  記入して下さい   
（／dU  

①有・  
無■有  無・有  無・寺  

PT砿（tNR）  
無・有   （自己血l釦血の  

採血圭注3  

併用：肴・■）   

（l  
ml   

ml   

患者番号  
（）     APTT価（X）   

②自己血輸血のみ  Hb吐く〆dU  
（ ）   

（倍）  
赤血球鱒匿液（）単位  

（）  研l  kg  （   ）  ）   ③無  うち術中  うち術中  
使用量  新鮮凛縮血蛛（）単位  

（ ）  

うち術中  
（）  

匹    血小板濃厚液（）単位  
mた／dL）   （）   （）  

無・有  
プ、、   

之  ①有  
無・有  無・有  

PT値（INR）  
無・有   （畠已血輸血の  

採血量注3  
（ヽ  総使用王   血小板勤  総使用i   アル7■ミンi■旋  

併用・有・■）   

患者番号  
（）   （）  

②自己血輸血のみ  
（ ）   赤血球濃厚漕（）単位  

（）  
Hb班（〆dし）  （佑）  

田  kg  （   ）  ）   Q）♯  

使用量  
うち術中  

新鮮凛緒血炸（）単位  
うち術中  うち術中  

く ）  
血小板濃乳液（）単位  

（）   （）  アルブミン製剤（）   

3  
無・有  無・有  

①有  
＝：i＝  

PT任（削R）  採血量注3  
無・有   （自己血輸血の  （l  総使用量   血小板数  

併用・有・熊）   m】   （）   
患者番号  

（）  
②自己血輸血のみ  

赤血球濃厚液（）風位  
Hb佳（〆dU  （借）  

（）  Cm  kg  （   ）  

使用量  
〉   ①♯  

新鮮凛稀血快く）単1立  
うち術中  うち術中  うち術中  ml    血小板濃厚液（）単位  
（）  （）   （）  7ルプ≒ン製剤（）   

こニ1二  

4  

無・有  無・有  
①有  PT値（1NR）   採血量注3  

： 一＝   （自己血輸血の  しl  mI  
併用：有・無）   mJ   （）      APTT使（翳）   

患者番号  
（）  赤血琢漫騒液く）単性  

②自己血輸血のみ  Hb催（g／dし）  （愴）  使用量  新鮮凛増血幣（）単位  
（）  Cm  kg  （   ）  ）   ③無  うち術中  うち術中  うち術中  ml   血小板濃厚液（）単位  

（）  （ ）  ）  （）  アルブミン製剤（）g   
無・有  無・有  ：：・妄  

5  ①有  PT値（州R）  採血量法3  

無・有   （自己血輸血の  出血量   （I  総使用量   血小板数  総使用量   アルフ●ミン濃度  
併用：有・舞）  ml   （）  （ ）   赤血球濃厚液（）単位  

患者番号  ②自己血輸血のみ  Hb催（g／dL）  （借）  使用量  新鮮凍輔血姪（）単位  

（）  Gm  kg  （   ）  ）    ③♯  うち術中  うち術中  うち術中  血／l＼板濃厚液（）単也．  

（）  （）   （ ）  
アルブミン製剤（）g   

無・有  無・有  ＝：ii  

6  圧）有  
PT値（lNR）  採血量注3   

無・有   （自己血輸血の  出血量   （l）  総使用圭   血小板数  総使用量   7ルフ◆ミン濃度  ml  
併用：有・お）  ml   （  ）  APTT値（ ≠）  （   〉  （  ）  （  ）   （  ）  赤血球濃1事5夜（ ）単虻．  

患者番号  （診自己血輸血のみ  Hb価（且／dL）  （偉）  使用量   新鮮凛轄血膵（）単一立  

く）  Cm  kg  （   ）  ）   ③無  
うち術中  うち術中  うち術中  血／j、板濃厚液（）単位  

（）  （）  （）  アルブミン製剤（）g   

無・有  無・有  無・有  

7  ①有  P7随一lNR）  採血量注3  

無・有   （自己血輸血の  出血量   （i）  

併用：有・丸）  ml   （）     APTT価（ち）   （）  赤血球濃l手渡（）単位   

患者番号  ②自己血q血のみ  Hb臨（名／dし）  （伶）  使用量  新鮮凛緒血炸（）単位  

（）  Cm  kg  （   ）  ）    ③舞  
うち術中  うち術中  うち術中  血小板濃l羊液（）単位  

（ ）  （）  〉  （）  アルブミン製剤（）g   

無一有  無・有  無・有  

①有  
PT住（lNR）  

採血量注3   
8  

無・有   （自己血輸血の  （ヽ  

併臥有・■）   ml   （）     AFTT臨（書）   （）  赤血球濃l享液（〉単色  

②自己血輸血のみ  Hb饉（g／dL）  （偉）  
使用量   新鮮凍結血姥（）単位   

患者番号  
）   ⑨膿  

うち術中  うち術中  うち術中  血小板■厚液（）単位  

（）  Cm  kg  （   ）  

（ ）  
（）  （）  アルブミン製剤（）g  



別添2－9－①  
9分娩時異常出血（ 症例／年）効率的蛸準触法注l（T＆S法、MSBOS、SBOE、該当無し）注闇するものに○を付けて下さい。  

・赤血環漫l諷液（MAP）  
投与量  

新鮮凍結血祭  血小板温厚液 アルブミン製剤   アンチトロンビン製剤  

主な合併症  血糊の  
7ミノ   

患者番号  
注2  注Z  注2  注2  

備考  

（l．D．番号）   
投与の有無   絵使用量 （単位）    投与直前 ・検査優  総使用量 （単位）    投与直前   紐使用量    投与直前  

検査値  （単位）    検査偏  
総使用量    注3：記j扱があれば  

検査個  
（万／〃U   

記入して下さい   
（亡′dし）   

（む有  

無・有  無・有  
PT鑓（INR）   

無・有  無・有  

無・有  
採血量注3  ■血液埠増量   

tヽ）  
併用：有・無）   ml   

総使用量  

患者番号  
（）      APTT価（   

②自己血輸血のみ  
（）  

（）  
Hb値（g／dL）  

Cm  kg   （ ）  

（静）  
うち筒中  うち術中  

使用量  新鮮凛緒血策（）単位  

（）  
うち術中  ml   うち術中  

（）   
）   （〉   （）   

FDP僅（〟．ノ【L〉  

之  圧）有  

無・有  無・有  無・有  
PT値（州R）  

舞・有  

無・有  絶佳用量  
採血量注3  ★血液準備畳   

（ヽ1  
併用：有・無〉   ml   ）   

総使用量  
（）     APTT価   

患者番号  ②自己血輸血のみ  
（）  

Hb住（g／dL）  
（）  Gm  kg   （ 

（借）  
）  うち術中  

使用量  新鮮凛鴇血牧（）単位  
うち筒中  うち術中  ml   うち術中  

（）  （）   ）   （）   （）   
FDP傭（－〟mL）  

3  

無・有  無・有  
G）有  

無・有  無・有  
PT値（INR）  採血量注3  書血液準備盈   

無・有  総使用圭  （ヽナ  総使用量   血小板数  総使用量   アルブミン濃度  
併用・有・東）   ）  

総使用量  
m  （  （）  （）  

患者苛号  ②自己血輸血のみ  Hb伍（g／dし）  （借）  使用量  新鮮凛輔血鞍（）風位  
（）  （ ）  うち術中  うち筒中  うち術中  田   うち術中  

Cm  kg  （ ）  （）   ）   （）ノ   （）   
FDP値（－〟mL）   

無・有  無・有  ＿無・有  

4  ①有  PT値（INR）  蠣血液準備最  
無・有  総使用量  （l）  

供用二有・無）   （）   し）     APTT鹿（ヽ）   ）   （）   赤血球濃厚液（）単位   
患者番号  ②自己血輸血のみ  Hb価（〆dし）  （倍）  新鮮凛縮血享受（）卓也  

（）  （ ）  
うち術中  うち術中  うち術中  

Cれ  kg  （ ）  （）  ）  （）  （）  

無・有  ・主ニ  無・有  

5  （D有  PT伍（肌R）  採血量注3  書血液準備量   

無・有  絵使用i  （l）  総使用量   血小板数  総使用量   ア／けミン濃度  総使用量  

併用：有・無）   ml  （  ）   く   ）  APTT址（ ヽ）  （  ）  （ ）  （ ）  （ ）   （  ）  赤血球濃厚液（ ）単位  

患者番号  ②自己血輸血のみ  Hb催（g／dL）  （捨）  使用量  新鮮凛輔血牧（）単位  

（）  （ ）  

Ht催（％）  うち術中  うち術中  うち術中  

Gm  kg  く  ）  
（）  ）  （）  （）  

FDP価（－－／mL）  

無・有  無・有  無・有  無・有  

6  ①有  PT価（lNR）  採血量注3  ■血液準偽足  

無・有   （自己血輸血の  総使用i  （ヽ†  総使用量  

併用：有・無）   m】   （）     APTT値．（ヽ）   （）   赤血球凛原瀬（）単位   

愚者番号  ②自己血輸血のみ  Hb価（g／dし）  （佑）  使用量  新鮮凛総血牧（）単位  

（）  （  ）   ③無  
うち術中  うち術中  うち術中  mt  うち術中  

Cm  kg  く ）  （）  （）  （）  

FDP値（■〆Mし）  
無・有  無・有  無・有  無・有  

7  ①有  PT伍（INR）  採血量注3  事血液雄備塵  

無・有   （自己血輸血の  
（ヽ）  総使用量  

（）     APTT価（‡）   
（）   赤血球濃l手渡（）嵐也  

併用：有・無）   ml   
Hb住（i′dU  （倍）  使用主  析鮮凍縮血膿（）単位   

患者番号  ②自己血輸血のみ  
うち術中  うち術中  うち術中  うち術中  

（）  （  ）   （診無  

（）  （）  （）  
（）   

Cm  kg  
FDP胤（仁〆mし）  



別添2－10①－①  
10① 急性骨髄性白血病（16歳以上かつ化学療法のみ。）  （  症例／年）  

総使用量は、寛解導入療法後（最終薬剤投与日をdayOとする）から4週間までの血液製剤の使用量を記載して下さい。  

注1：「投与直前」とは、投与前1  
使用薬剤  赤血球濃厚液（MAP）  
投与量  年  

新鮮凍結血葬  血小板濃厚液  

の投与の  注1  

患者番号  
注1  

有無   
注1  

絶佳用i     初回投与直前  総使用量      初回投与直前  総使用量  
齢   

初回投与直前   
（単位）   検査値   （単位）  検査値   （単位）   検査値  

（万／〟L）   

無・有  無・有  
①  ①初国  
男   

PT値（】NR）  
②DIC   絶佳用量  無・有   総使用量  （ヽ）  総使用量  

②再発   ）   （   ）   APTT値（％）  （   ）   授与直前値  
患者番号  （有・無）   Hb値（〆dL）  （倍）  

（   ）  Cm  kg  
（ ）  

④その他  Ht他（ ％）  フィブリノケ●ン値  

（ 

投与直前より前の値  
）  （ mg／dL）  （）   

無・有  無・有  
2  ①  ①初回  

無・有  
PT値（lNR）  

男   ②DIC   総（吏用量  無・有  総使用量  

②  

（％）  総使用量    血小板数  
②再発   ）  （   ）   APTT債（％）   （   ）   投与直前値  

患者番号  （有・無）   Hb値（〆dし）  （倍）  （ ）   

（   ）  Cm  kg  ④その他  Ht他（  ％）  フィフリノケ●ン値 投与直前より前の値  

（ ）  
（  mg／dL）  （）   

無・有  無・有  無・有  

3  ①初回  PT値（】NR）  

男   ②DIC   絶佳用量  総使用量  （％）  絶佳用量    血小板数  

②  ②再発   ）   
（   ）   APTT値（射  （   ）   投与直前値  

患者番号  （有・無）  Hb値（〆dL）  （倍）  （ ）   

（   ）  Cm  kg  ⑥モの他  Ht値（  ％）  フィフ●リノケ’ン値  投与直前より前の値  

（ ）  
（ mg／dL）  （）   

無・有  無・有  無・有  

4  ①  ①初回  ①有    （》感染症  
PT値（削R）  

男   ②DIC   絶佳用量  無・有  絶佳用量  （％）  後便岡呈    血小板致  

②  ②再発  （診無  （診臓審出血の危険性  ）  
（   ）   APTT催（％）   （   ）   投与直前値  

秦者番号  （有・無）   
Hb値（g／dL）  （培）  （ ）   

（ ）  Cm  kg  ④その他  Ht値（  ％）  フィブリノケ◆ン値  投与直前より前の値  

く  ）  

（  mg／dL）  （）   

無・有  無・有  無・有  

5  ①  ①初回  ①有    ①感染症  
PT値（1NR）  

男   ②DIC   稔使用量  熟廟  総使用量  （射  総使用量     血小板数  

②  ②再発  ②無  ③臓器出血の危険性  ）  

（   ）  APTr値（％）  （   ）  投与直前値  

患者番号  （有・無）   
Hb億（〆dL）  （倍）  （ ）   

（   ）  C  kg  ⑧その他  Ht値（・％）  フけリノケ■ン値  投与直前より前の値  

（ ）  

（ mg／dL）  （）  



別添之－10②－①  
10② 急性リンパ性白血病（15歳以下かつ化学療法のみ。）  

（  症例／年）  

絶佳用量は、寛解導入療法後から、8週間迄の血液製剤の使用量を記載して下さい。  

注1：「投与直前」とは、投与前1日以内   

使用薬剤  

投与量  年  
赤血球濃厚液（MAP）  新鮮凍結血兼  

寛解・  
血小板濃厚液  免疫グロブリン製剤  

再発例  
患者番号  

注1  

の区分   
注1  

の区分   注1 初回投与直前  総使用且   使用理由   
t＝コ   齢   （単位）  検査値   （単位）   横査値   （単位）   検査値  （g）   

無・有  ①寛解  
（万／〟L）   

①   （p初回  ・1有    ①感染症  
無・有  

要日数   
無・有   

PT佳（tNR）   

男  
総使用量  ①重症感染症  

②DIC   総使用量   無・有   総使用量  総使用量  
②再発  ②無  ）   （   

（   ）  ②無顆粒球症  

患者番号  ②  
）  APTT値（ ％）  （   

（有・無）   

）  投与直前値   
Hb値（ ／dL）  

総投与回数  ③その他   

（   ）  Cm  kg  
（倍）  

④その他  Ht値（％）  
（ ）  

フィブリノケ●ン値  

（ ）  （   ）   

（ ）  

投与直前より前の値  
（ mg／dL）  

無■有  
（）  

2  ①  
①寛解  無・有  無・有  

①初回  要日数  PT値（INR）  総使用量  

男   
②DIC  

（）  絶佳用量   無・有   総使用量  （％）  総使用量    血小板数  （ ）   

②再発   ）   （   ）  APTT値（％）  

患者番号  
）  投与直前値  総投与回数  

（有・無）  Hb値（g／dL）  （倍）  
（ ）  Gm  kg  

（ ）  （）   ）   

④その他  Ht値（％）  フィブリ／ケ●ン値  

（ 
投与直前より前の値  

）   （ mg／dL）   （）  

無・有 ①寛解  
3  十  

無・有  無・有  
（D初回  要日数  PT値（【NR）  総使用量  

男   
②DIC  

（）  総使用鼠   無・有   総使用量  （％）  総使用量    血小板数  （ ）   

②再発   ）   （   ）  APTT値（％）  ）  授与直前値  総投与回数  

患者番号  ②  （有一無）  Hb値（g／dL）  （鰭）  （ ）  （）   ）   

（ ）  Cm  kg  ＠その他  Ht値（％）  フィブリノゲン値  投与直前より前の値  

く ）   
（ mg／dL）   （）  

無・有  ①寛解  無・有  無・有  

4  （》初回，  要日数  PT値HNR）  総使用量  

男  
②DIC  

（）  総使用量   掛声  総使用量  （％）  総使用量   血小板数  （ ）   

②再発   ）  
（   ）  APTT値（％）  ）  授与直前値  総投与回数  

患者番号  ②  （有・無）  Hb値（g／dL） （偉）  （ ）  （）   ）   

（ ）  女  Gm  kg  ④その他  Ht値（％）  フィブリノケーン値  投与直前より前の値  

（ ）   

（ mg／dし）   （）  

無・有  ①蒐解  無・有  無・有  

5  ①初回  要日数  PT価（【NR）  総使用量  

②DIC  く）   

男   総使用量   無・有   総使用量  （％）  総使用量    血小板数  （ ）   

（∋再発   ）  
（   ）  APTT値（ ％）  （   ）  投与直前値   総投与回数  ③その他  

患者番号  ②  （有・無）  
Hb佳（g／dL）  （倍）  （ ）  （ ）  （  ）  

（ ）  Gm  kg  ④その他  Ht埴（％）  フィデリノケ●ン値  投与直前より前の値  

（ ）  

（ mg／dし）  （）  



別添2－10③－①  
10③ 急性白血病（20歳以上、同種造血幹細胞移植症例）  

（   症例／年）  

総使用量は、移植後（移植日をdayOとする）から4週間までの血液製剤の使用量を記載して下さい¢   注1：「投与直前」とは、投与前1日以内  

使用薬剤   赤血球濃厚液くMAP）  
投与量  

新鮮凍結血梁  
年  

血小板濃厚液  免疫グロブリン製剤  

のタイプ   の投与の  
患者番号  

注1  

有無   
注1  

絶佳用量     初回投与直前  絶使用量     初回投与直前  総使用量    注1 初回投与直前  総使用量   使用理由   
齢   （単位）  検査値   （単位）   検査値   （単位）   検査値  （g）   

移植  無t有  

（万／〃L）  

①骨髄移植  
無・有  無・有  

①  （血縁・非血縁）  PT億（INR）  絶佳用量  

男  
②臍帯血幹細  

臓移植  
②DIC   

絶佳用量  無・有  総使用量  （％）  総使用量   血／ト枚数  （ 
3   

）   

胞移植  ②無  ）  （   ）  APTT値（ ％）  （   

②   

）  投与直前値   総投与回数  ③その他  
患者番号  疾患  （有・無）  Hb値（g／dL）  （ 倍）  （  ）   （ ）  （   
（   ）  ④その他  

）  

Cm  kg  Ht催（  ％）  フィフ’リノケ’ン値  投与直前より前の値  
②骨髄性  （ ）  （ mg／dL）  

移植  
（）   

無・有  無・有  無・有  
①骨髄移植  

2  ①  （血縁・非血縁）  PT値（lNR）  総使用量  

男  
（劃臍萄血幹細  

胞移植  
②DIC  

総使用量  無・有  総使用量  （l）  総使用量   血小板数  （ ）   

③末梢血幹細  
胞移植   （勤無－  ）  （   ）  APTT値（ ％）  （  ）  投与直前値   総投与回数  ③その他  

患者番号  ②   疾患  （有・無）  Hb値（〆dL）  （ 倍）  （  ）   （ ）  （   ）   

（   ）  Cm  kg  ④その他  Ht値（  ％）  フィブリノケ●ン値  投与直前より前の値  

②骨髄性  （ ）  
（ mg／dし）  （）   

移植  無・有  無・有  無・有  

①骨髄移植  
3  ①  （血縁・非血縁）  PT値（INR）  絶佳用量  

②臍帯血幹細  
男  胞移植  

②DIC  総使用量  総使用量  （％）  （ ）  

（卦末梢血幹細  

胞移植   （診無  ）   
（ ）     APTT値（％）   ）  総投与回数   

患者番号  ②   疾患  く有・無）  Hb値（g／dし）  （ 培）  （   ）   （ ）  （   ）   

（   ）  Gm  kg  ④その他  Ht健（  ％）  フィ7■リノケ’ン値  投与直前より前の値  

（a骨髄性  （ ）  

（  mg／dL）  （）   

移植  無・有  無・有  無・有  

①骨髄移植  

4  ①  （血縁・非血縁）  
P¶直（lNR）  総使用量  

②臍帯血幹細  
男  

②DIC  

胞移植   絶佳用量  無・有  稔使用量  （％）  総使用量   血小板数  （ ）   

（∋末梢血幹細   

胞移植  （診無  ）  

（   
）  APTT値（ ％）  （   ）  授与直前値   総投与回数  ③その他  

患者番号  ②  疾患  （有・無）  
Hb他（〆dL）  （肯〉  （ ）  （ ） （  ）  

女  Cm  kg  （彰その他  
Ht価（％）  フィブリノケーン値  投与1邑前より前の隠  

（ ）  

②骨髄性  （ 〉  （ mg／dL）  （）  



参考1  

血液製剤の使用状況の記入方法   

平成16年度（平成16年4月1日から平成17年3月31日）の実績をお伺いします。   

1・下表の輸血用血液製剤の年間使用量を単位数（1単位は200ml由来）で記入して下さい。   

（但し、自己血輸血は総使用量から除いて下さい。）   

＊輸血用血液製剤の対象（製品名）は、参考2を参照して下さい。   

＊廃棄分（期限内、期限外にかかわらず廃棄になったもの。日赤への返品を含む。）は除く。  

製剤名   言己人草位   

赤血球濃厚液（MAP）   単位   

新鮮凍結血渠   単位   

血小板濃厚液   単位   

2・下表の血渠分画製剤の年間使用量（g）を記入して下さい。  

＊備考欄の換算式により、本数からgへ換算して下さい。  

＊血祭分画製剤の対象（製品名）は、参考3を参照して下さい。  

製剤名   規 格  記入単位   備考   

アルブミン製剤  （換算式）   

加熱人血発たん白  4．4％100ml   g   1本×4．4g  

4．4％250ml   g   1本×11g   

人血清アルブミン  5％100ml   g   1本×5g  

5％250ml   g   1本×12．5g  

20％20m暮   g   1本×4g  

20％50mI   g   1本×10g  

25％20mI   g   1本×5g  

25％50ml   g   1本×12，5g  

合計   g  

免疫グロブリン製剤  

静注用免疫グロブリン  1（）m10．5g   g   1本×0．5g  

20mIlg   g   1本×1g  

50mI2．5g   g   1本×2．5g  

100mI5g   g   1本×5g  

合計   g  

41   



参考2  

分   製剤名   規格・単位   製品名（例示）  

赤血球濃厚液   200ml由来1袋   赤血球M・A・P「日赤」  

（MAP）   400ml由来1袋   赤血球M・AiP「日赤」  

200ml由来1袋   照射赤血球M・A・P「日赤」  

輸  400mI由来・1袋   照射赤血球M・A・P「日赤」  

新鮮凍結血紫   80mt l袋   新鮮凍結血焚「日赤」  

160m11袋   新鮮凍結血策「日赤」  

血  450m11袋   新鮮凍結血祭「日赤J  

血小板濃厚液   1単位約 20m11袋  濃厚血小板「日赤」  

2単位約 40mIl袋  濃厚血小板「日赤」  

用  5単位約100m暮1袋  濃厚血小板「日赤」  

10単位約200m11袋  濃厚血小板「日赤」  

15単位約250mll袋  濃厚血小板「日赤」  

血  20単位約250m11袋  濃厚血小板「日赤」  

1単位約 20mIl袋  照射濃厚血小板「日赤」  

2単位約 40mIl袋  照射濃厚血小板「日赤」  

液  5単位約100m11袋  照射濃度血小板「日赤」  

10単位約200m11袋  照射濃厚血小板「日赤」  

15単位約250mIl袋  照射濃厚血小板「日赤」  

製  20単位約250m11袋  照射濃厚血小板「日赤」  

10単位約200mIl袋  濃厚血小板HLA「日赤」  

15単位約250mIl袋  濃厚血小板HLAr日赤」  

剤  20単位約250mtl袋  濃厚血小板HJA「日赤」  

10単位約200m11袋  照射濃厚血小板HLA「日赤」  

15単位約250mIl袋  照射濃厚血小板HLA「日赤」  

20単位約250mIl袋  照射濃厚血小板HLA「日赤」   
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参考3  

分－  類  種 類  規格・単位   製  剤  名 （例示）  

加熱人血発たん白  100mLl瓶  献血アルナミネートニチャク伯太製薬＝武田）  

250mし1瓶  献血アルフ睾トトニチャク（日本製薬〒武田）フうスマニトトカッター（ハ◆ィェル）プラス●げロティンフラクション（ハウスター）  

血  

亭％250mい瓶  アルデミナー5％（ZLB）アルフーミン（5％）・如ター（ハ■ィェル）フーミネート5％（ハりスター）  

20％20mしl瓶  献血アルブミンーニチャク（日本製薬＝武田）献血アルブミン20“化血研”（化血研＝アルフレツサファーマ＝アステラス＝ZLB）  

赤十字アルブミン20（日赤）  

20％50mLl瓶  献血アルブミンニチャク（日本製薬＝武田）赤十字アルブミン20（日赤） アルブミンヘー」ルゲ（ZLB）  

献血アルブミン20“化血研”（化血研＝アルルツサファーマ＝アステラス＝ZLB）  

25％20mい瓶  献血アルフ◆ミンーWf（へ●ネシス＝三菱ウェルカーマ）アルブミン（25％）・カット（ハ●イエル）フてネート25％（八－ウスター）  

25先50mLl瓶  赤十字アルフ●ミン25（日赤）献血アルフ一三ン25“化血研”（化血研＝アルフレツサファーマ＝アステラス＝ZLB）  

献血アルフーミン⊥W《へ■ネシス＝三菱ウエルフアーマ）献血アルブミン25－ニチャク（日本製薬＝武田）アルフ●ミナー25％（ZLB）  

アルフーミン（25％）・カッター（ハーィェル）アルブミン25灯Jl一クスター」（ハウスター）デミネート25％いりスター）  

アルブミンJ〟f（ヘーネシス＝三菱ウエルフアーマ）  

人免疫グロブリン  500mglOmL  献血へ●二恥卜l（化血研＝帝人）献血ク1ヘーニートニチャク（日本製薬＝武田）  

画  1瓶  献血ゲェノダロブリンーIHヨシトミ（へ◆ネシス＝三菱ウエルフアーマ）  

ホbuク■批－ンN（ハーィユル）力◆ンマ・ヘーニンP500mg（ZLB）  

1g29mLl瓶  献血ヘーニロンーⅠ（化血研こ帝人）献血ゲ工／グロブリンー1日］シトミ（ヘーネシス＝三菱ウエルフアーマ）  

製  2．5g50mL  献血へ●ニロンーⅠ（化血研＝帝人）  

1瓶  献血静注グロ7’リノ‘化血研’’（化血研＝アルフレッサファーマ＝ZLB）がンマ・へ●ニンP2．5g（ZLB）  

カーンマカ■－トてハークスクー）サンダロボーJん（ZLB）ポげロヒーンN（ハ◆ィユル）  

献血ゲェげロブリンー1日］シトミ（ヘーネシス＝三菱ウエルフアーマ）  

剤  ゲェノダロブリンー1日（へ◆ネシス＝三菱ウエルフアーマ） 献血クⅥへすニン十ニチャク（日本製薬一武田）  

5                                                       glOOmLl瓶  献血ヘーニロンー附ヒ血研＝帝人）献血グロヘ●ニントニチャク（日本琴薬一武田）  

献血ゲェげロブリンーIH］シトミ（へ■ネシス＝三菱ウエルフアーマ）  

アンス批◆ンP（化血研芋ZLB）アンス批’ンP－へ◆－リンダ（ZLB）  

乾燥濃縮人5  

ア  

8   
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参考4   

薬食発第1227001号  

平成16年12月27日  

各都道府県知事 殿  

厚生労働省医薬食品局長  

血液製剤の平均的使用量について  

血液事業の推進については、平素より格別の御高配を賜っているところであ   
る。   

さて、厚生労働省では、平成16年7月、より安全・安心な斡血医療が行わ   
れることを目指し「輸血医療の安全性確保のための綺合対策」を取りまとめた。   

同対策では、血液製剤の安全性の向上、国内自給を基本とする安定供給の確保   
及び医療安全の観点から、血液製剤の適正使用を推進することとしており、輸   

血医療を行う医療機関に対して、適正使用に関する敢組を一層線化するよう要  
請することとしているところである。   

この一環として、厚生労働省では、今般、医療機関ごとの血液製剤使用量に  

ついて調査を実施し、その結果を基に病院機能別の血液製剤の標準的使用量を  

表Ⅰ及び表Ⅱのとおり取りまとめた。この表では、病床規模、全身麻酔手術件  
数、心臓手術件数等を指標として病院機能を分類し、各分類パターンごとに、－  

床当たりの年間血液製剤使用量を表している。   
ついては、貴職におかれては別添「我が国における卑液製剤の平均的使用量に  

関する研究」（報告）の内容を御了知の上、貴管下医療機関に対し、下記について  

周知徹底願いたい。   

また、同報告によると、我が国では、諸外国に比して、赤血球使用量に対す  

るアルブミンや新鮮凍結血奨（FFP）の使用量が多いことから、貴管下医療機  

関に対して、一層の適正使用を図るよう併せて周知願いたい。  

記   

1各医療機関は、血液製剤の使用に当たっては、個々の症例に必要な相応量   

は当然とするも、表J及び表Ⅱに掲載された病院機能分類パターンを参照し、   

自らの施設に合致するパターンの年間使用量の50パーセント値を参考とす   

ること。   

2 記の1において参照する年間使用量の90パーセント値を既に超過してい  

る製剤については、当該施設内で使用量の多い原因を検討すること。  
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表J病床数・4病院機能分類別の年間血液製剤使用量  

利用方法   

1・下表中の自施設の病床数と病院機能分類パターンから自施言引こ該当するパターンを求める。該当パターンが  
ない施設は表正を使う。   

2・該当′くターン行の右には1床当りの年間使用量が表示されているので，自施設の順当りの年間使用量と比較する。   

3・例えばMAP50％値2月とは対象施設の50％．半数の施設が1床当リ2．9単位以下の使用量であることを示す。  

注）・各製剤の使用量は1床当りの年間使用量で表してある。  

・全麻手術件数の分類は1床当りの件数である。  

病院機能分類パターン  MAP（U）  FFP（U）  PC（U）  アルブミン（g）   

病床  全麻  む臓  造血葬  50摘90鳩50服        90％値   
50％値   90％値   50％値   90％値   

′ト  なし  なし  なしlなし  1．6  6．2  0．3  76   

小  少  なし  なし   なし   2．9  7．†  0．6  3．0   0．9   5．0   柑   65   

′J、  少  なし  なし   有   5．0  9．5  1．3 6．8  1．3   9．5   28   119   

ト  多  なし  なし   なし   L3．5！  8．丁  0－7 4．2  †．0   5．5   16   69   

小  多  なし  なし   有   6．5   22．0  6．7   22．0  2．9   36．5   52   223   

中  少  なし  なし．   なし   3．5   5．9  1．3  3．7  1．6   5．4   28   55   

申  少  なし  なし   有   4．2   6．4  1．9  5．1  2．6   8．6   34   92   

中  少  有  なし   有   6．1   柑．9  4．1  18．8  3．5   1（；，3   21   87   

中  多  なし  なしIなし  4．7   7．5  l．6  5．0  2．6   12．0   31   76   

中  多  なし  なし 有  5．2   鼠5  2．9  7．2  4．6   15．2   44   97   

中  多  なし  有  有  9．8   14．4  4．9  9．5  23．9   49．2   49   150   

申  多  有  なし  なし  6．7   10．6  き．8  11．3  4，8   19．0   43   64   

中  多  有  なし  有  8．8   15．7  5．3  15、1  7．3   16．0   56   145   

中  多  ▲有  有  有  11．2   19．4  7．4  16．9  20．3   59．5   68   153   

大  多  なし  なし  有  5．8   9．9  3，7  6．6  9．9   24．1   47   94   

大I  多l有   なしI有  7．4   13．0  5．8  11．3  7．6   17．2   60   104   

大I  多l有I   右l有I  10．0   14．3 7．7  17．0  23．6   43，4   75   134   

病院機能分類パターン  グロブリン（g）  FFP／MAP  （アルブミン／3り／MAP   （（アルブミン／3㍉FFP）／MAP   

病床I全癒    圧瀾   造血 血祭  50％値  90％値  50％値  90ウi値   50射直   90％値   50％億   90％値   

小   なし  なし   なし  なし   1．4   9．β   0．18   1．16   3．26   14．47   3，14   13．61   

J、   少  なし なし    なし   1．4   5．3   0．21   0．81   1．92   6．86   2．22   7．21   

小   少  なし  なし   有   2．2   10．0   0．34   1．20   2．84   8．85   2．92   9．58   

J、多なし     なし   なし   1．3   5．9   0．25   0．98   1．53   5．34   1．74   6、21   

′ト  多   なし  なし   有   2．9   5．7   0．54   1．70   乙00   5．80   2、45   7．44   

中  少   なし  なし   なし   2．0   5．6   0．36   0．98   2．53   5．54   3．01   5．85   

申  少   なし  なし   有   2．4   6．4   0．46   1．08   2．48   5．79   2．87   6．60   

中  少   有  なし   有   1．7   4．8   0．62   1．63   1．19   3．18   1．93   3，76   

中  多   なし  なし   なし   2．7   5．5   0．32   1．02   1．85   4．64   2．40   5．20   

中  多   なし  なし   有   3．5   7．6   0．55   1．22   2．33   4．68   3，04   5．40   

申  多   なし  有   有   4．5   10．3   0．48   0．87   2．04   4．67   2，40   5．32   

中  多   有  なし   なし   2．3   5．0   0．56   0．93   1．60   4．09   2．37   4．7（i   

中  多   有  なし   有   3．6   6．7   0．64   1．25   1．92   4．42   2．74   6．06   

中  多   有  有   有   6．2   17．8   0．80   1．35   1．73   5．17   2．59   6．40   

大  多   なし  なし  0．49   1．14   2．24   4．57   2．76   5．15   

大  多   有  なし   ．J」 ノ日   4．8   8．9   0，79   †．†5   2．07   6．19   2．68   7．01   

大  多I   有  有   有  6．5  †2．1   0．74   1．42   1．81   4．23   2．67   5．38   

＊アルブミン3gをFFPl単位に相当するとして算出  

握肌病院機能別分類   

F院機韓（略称）   分類   

塵病床規模（病床）  小：20－199床   中：200－499床   大：500床以上   

盛手術件数（全麻）  なし   少：2．00件未満／年・病床当リ  多：2．00件以上／年・病床当り   
腰手術（心臓）   なし   有   

垂幹細胞移植（造血）  なし   有   
壁交換（血渠）   なし   有   
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表‡病院機能分類別の血液製剤使用量  

利用方法  

1・下表申の自施設の病床数と病院機能分類パタ→ンから自施設に該当するパケ“ンを求める。   

2・該当パターン行の右には順当りの年間使用量が表示されているので，白旗設の1床別の年間使用量と比較する（  

3・例えばMAP50％値3・はは対象施設の50％′半数の施設が偵当り3．増位以下の使用量であることを示す。  

注）・表中の各製剤の使用量は1床当りの年間使用量で表してある。  

・全麻手術件数の分類は1床当りの件数である。  

■表Ⅰに該当パターンがない施設が対象となるが，病床数が「大」で全廃がrなし」に該当する施設は少数  

であることから中均使用量算出から除外してある。  

・90％値は該当施設数が11件以上ある場合のみ算出した。  

機能パターン  MAP（U）  FFP（U） pc（U）  アルブミン（g）  

病床J全麻  
50％値   90％債   50％値  90％値   50％億   9D％値  50％値  90％値  

小  なし   1．6   6．2   0．3   2．3   0．8   6．6  15  76  

小  少   3こ1   7．7   0，7   3．8   †．0   6．9  19  了0   

小   多   3．8   10、1   1．0   9．3   1．3   10．1  22  90   

中   なし   0．l  0．†  0．4  3  26   

中   少  4・2   7、0   1、8   5．0   2、5   乱8  30  74   

中   多   5．8   I2．4   3，2   9．5   5．7   23．0  42  105   

大   少   4．I   9．9   1、5   7．5   6．2   28．8  20  91   

大   多   9．3   13．9   6．5   14．1   一   38．9  69  131   

機能パターン グロブリン（g） FFPノMAP  （アルブミン／3り／MAP  （（アルブミン／3＊トFFP）／MAP   

5璃償   9鴎値  50％値  90％値  50％値  90％値  501値  90％値   

小  なし   1．4   9．9  0．17  1．20  3、24  14．51  3．16  13．63   

小  少   1．5   5、7  0．24   0、90   1、96   7．10  2．26  7．28   

小  多   l．7   6．8  0．31   1．21   1．64   5．48  1．84  6．23   

中  なし  l   o．4  0．31  4．91  6．76   

中  少   2．1   6．1   0．4l  1．03   芦．27   5．52  2．80  5．88   

中  多 3．3   7．6   0．53  1．16   1．99   ．48  2．65  5．35   

大  少   2．5   6．4   0、54  1．06  1．37   5．69  1．67  6．51   

大  多   5．8   11．8   0．72  l．32  1．84   4，40  2．67  5、37   

＊アルブミン3gをF押1単鍬U）に相当するとして算出  

病院別．病院機能別分類  

病院機能（略称）   分類   

一般病床規模（病床）  小：20－†99床   中ニ 280－499床   大：500床以上   

全麻手術件数（全麻）  なし   少：2．00件未満／年・病床当り   多：2．00件以上／年・病床当り   
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